
【取引状況】とは・・・？ 

平成２９年６月１日 

公益社団法人中部圏不動産流通機構 

 

「取引状況管理」機能について 

 

国土交通省からの要請に基づき、中古住宅市場の活性化ならびに消費者利益の保護増進に向けて、取引

状況管理機能を導入しました。（平成 28 年 1 月 4 日運用開始） 

 

１．物件情報項目に【取引状況】を追加しました 

売り物件の｢専任｣または｢専属専任｣媒介契約物件に対して､物件情報項目【取引状況】を追加します。 

・【取引状況】は入力必須項目です 

・【取引状況】は検索結果一覧に表示されます 

 

 

 

レインズ登録物件の取引物件情報の状態を表す項目で、以下の 3 種類から選択して設定できます。 

（１）公開中・・・・・・・・・・・・客付業者から案内等が受けられる状態の時に設定 

（２）書面による購入申込みあり・・・客付業者から書面による購入申込みを受けた状態の時に設定 

                  取引状況の補足欄に書面による購入申込みを受けた日付を記載 

する 

（３）売主都合で一時紹介停止中・・・売却依頼主の事情により一時的に物件を紹介できないときに設定 

               取引状況の補足欄に具体的な内容や期間、売却依頼主からの意向

を受けた日付を記載する 

 

（１）「公開中」について 

①｢公開中｣に設定された場合は､原則として客付業者への紹介（案内）を拒否できません。 

②但し、売却依頼主より紹介（案内）の日時条件や売却方法や相手への条件等を付けることは可能 

です。 

③売却依頼主から紹介（案内）の条件が付けられている場合 

   ａ．取引状況    ｢公開中｣ 

ｂ．取引状況補足欄 条件の内容を具体的に入力する 

記載例：「売主都合で土・日の午前中のみ案内可」 

 

（２）「書面による購入申込みあり」について 

①「書面による購入申込みあり」に設定された場合は、原則として客付業者への紹介（案内）を行わ

ないことが認められます。 

②但し、売却依頼主の了解を得て行う客付業者への紹介（案内）受付や二番手の購入申込みの受領

を妨げるものではありません。 

③書面による申込みを必須条件とし、書面は定型化しないが購入意思、署名、日付が記載された文

書とし、電子メールやインターネット等による申込みも可とします。 

④客付業者から購入申込み書面を受領した場合は、下記ａ．ｂ．を必ず行うこと。 

ａ．取引状況    ｢公開中｣⇒｢書面による購入申込みあり｣に変更する 

ｂ．取引状況補足欄 書面を受領した日付を入力する 

記載例：「購入申込み書面受領日：平成○年○月○日」 

 



 

⑤客付業者から購入申込みが破棄された場合は、下記ａ．ｂ．を必ず行うこと。 

ａ．取引状況    ｢書面による購入申込みあり｣⇒｢公開中｣に変更する 

ｂ．取引状況補足欄 破棄を受け付けた日付を入力する 

記載例：「購入申込み破棄受付日：平成○年○月○日」 

 

（３）「売主都合で一時紹介停止中」について 

①「売主都合で一時紹介停止中」は、売却依頼主の意向もしくは了解を得た上で設定します。 

②「取引状況の補足」欄への記載も売却依頼主の意向および承諾を得て、その期間・理由を記載す

ることが必要です。 

③売却依頼主から申し出を受け、売主の都合により紹介を一時停止とする場合は、下記ａ．ｂ．を

必ず行うこと。 

ａ．取引状況    ｢公開中｣⇒｢売主都合で一時紹介停止中｣に変更する 

ｂ．取引状況補足欄 具体的な内容や期間、売主からの意向の申し出を受け付けた日付を入力す

ること 

記載例 

「売主が○○により平成○年○月○日まで紹介停止、売主申し出日：平成○年○月○日」 

 

（４）「取引状況の補足」欄について 

【取引状況】に応じて、客付業者に伝えるべき情報を【取引状況の補足】に入力してください。 

（全角 200 文字まで入力可） 

   

＜物件登録画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 ＜検索結果一覧画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（５）協会サイトをご利用の場合について 

   ｢ハトマークサイト｣や｢ゼネット｣等の協会サイトを経由してレインズに物件を登録する場合でも､

【取引状況】、【取引状況の補足】のルールはレインズと同様です。 

 

（６）注意 

   「取引状況」の変更は、書面を受領した日付、破棄を受けた日付、売主申し出日の翌日から 

２日以内（元付業者の休業日・中部レインズのシステム休止日を除く）に行うこと。 

    

２．登録された物件情報と【取引状況】を売却依頼主が直接確認できます 

売り物件の｢専任｣または｢専属専任｣媒介契約物件の場合､売却依頼主(依頼者)が､自己の売却依頼物件

がどのようにレインズに登録されているのかをインターネット上で直接確認できます。 

（１）対象物件および確認できる物件内容 

   ①本機能の対象物件は、売り物件の「専任」または「専属専任」媒介契約で締結された物件で、 

    平成２８年１月４日以降に登録または更新（変更・再登録）された物件に限ります。 

   ②確認できる物件内容は、物件の登録情報（主要項目のみ）、図面および【取引状況】の設定内容で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）確認方法 

   ①平成 28 年 1 月４日以降に中部レインズから発行された各種証明書（登録・変更・再登録）に、

物件毎に付与された確認用 ID とパスワードが記載されています。 

   ②元付業者から証明書を受け取った売却依頼主は、各種証明書に記載されている機構ホームページ

にアクセスをし、確認用 ID とパスワードを利用して、「売却依頼主物件確認」画面にログインを

行い、物件の登録内容を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

            

（３）売却依頼主への説明資料について  

  売却依頼主に対して、レインズへの取引状況に関する物件の登録内容の確認手順について、十分な 

説明を行ってください。 

説明の際、「取引状況」の変更は、書面を受領した日付、破棄を受けた日付、売主申し出日の翌日か

ら２日以内（元付業者の休業日・中部レインズのシステム休止日を除く）に行うことを説明するこ

とが重要です。 

売却依頼主物件確認案内書（説明資料添付）は、レインズＩＰ型メニュー右上のリンクにあります。 

 

以  上 
 

 

 


